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平成21年4月1日から導入される「教員免許
更新制」。さっそく期限が迫っている先生も、
10年後の先生も、まだわからないことや不安
なことが多いのではないでしょうか。
ここでは、制度の概要をおさらいするととも
に、20年度に実施された「予備講習」の様子
から、更新講習の実際をさぐってみましょう。

教員免許
更新制

「
教
員
免
許
更
新
制
」
と
は

平
成
19
年
６
月
の
通
常
国
会
に
て
、
教
育
職

員
免
許
法
が
改
正
さ
れ
、
教
員
免
許
更
新
制
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

更
新
制
は
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
導
入
さ

れ
、
こ
れ
以
降
に
授
与
さ
れ
る
免
許
状
に
つ
い

て
は
、
10
年
間
の
有
効
期
間
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
新
免
許
状
」
に
つ
い

て
は
、
有
効
期
間
が
終
了
す
る
２
ヶ
月
前
ま
で

の
２
年
間
の
う
ち
に
、
免
許
状
更
新
講
習
を
受

講
し
修
了
す
る
こ
と
で
、
有
効
期
間
が
更
新
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
新
免
許
状
に
対
し
て
、
平
成
21
年
３
月

31
日
以
前
に
授
与
さ
れ
た
免
許
状
（
旧
免
許
状
）

に
有
効
期
間
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
を
所
持
す
る
現
職
教
員
も
10
年
ご
と

に
講
習
を
受
講
し
修
了
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
教
諭
免
許
お
よ
び
養
護
教
諭

免
許
を
持
つ
す
べ
て
の
教
員
は
、
生
年
月
日
で

「
修
了
確
認
期
限
」
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

修
了
確
認
期
限
内
に
、
各
大
学
等
で
実
施
さ
れ

る
更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

お
お
ま
か
な
流
れ
を
左
上
に
示
し
ま
し
た
が
、

修
了
確
認
期
限
の
把
握
や
講
習
の
選
定
、
諸
手

続
き
ま
で
、
原
則
と
し
て
各
個
人
に
任
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
準
備
に
は
充
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

イラスト｜若泉さな絵

免 許 更 新 ま で の 流 れ

最初の修了確認期限を確認する

>文部科学省ホームページに、確認のためのチェック
ツールがあります。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm

●上記の文部科学省ホームページに、詳しい流れや制度の解説、
Ｑ＆Ａが掲載されています。

各大学等の更新講習から自分に
合ったものを選び、各自が申し込む

各大学等で30時間以上の更新講習を受
講する

各大学等で修了認定を受け、修了証明書
を発行してもらう

免許管理者が修了確認を行い、修了確認
証明書が発行される

勤務校が所在する都道府県教育委員会
（免許管理者）に更新講習修了確認の申請
をする

>文部科学省や各大学等のホームページに、更新講習の
一覧があります。



昨
年
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、

30
年
間
続
い
た
「
ゆ
と
り
教
育
」
か
ら
、「
確
か

な
学
力
」
の
充
実
向
上
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
基
礎
教
科
に
お

け
る
習
得
型
学
力
の
徹
底
、
そ
の
上
に
立
っ
た

活
用
・
応
用
型
学
力
の
充
実
、
更
に
は
探
究
型

学
力
と
い
っ
た
質
の
高
い
学
習
内
容
や
指
導
方

法
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
力
の
充
実
向
上
に
影
響
を
与
え
る
三
大
要

因
は
、「
教
員
の
授
業
力
」
の
充
実
、「
子
ど
も

の
学
習
努
力
」、
そ
し
て
「
家
庭
の
教
育
力
」
の

向
上
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
の
学
校
教
育
に

あ
っ
て
教
員
は
多
忙
を
極
め
、
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
も
十
分
に
と
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
外
部
か
ら
の
調
査
等
の
増
加
も
あ
り
ま
す

が
、
何
よ
り
も
子
ど
も
の
変
化
と
家
庭
の
教
育

力
の
低
下
に
か
か
わ
る
問
題
へ
の
対
処
に
追
わ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
常
に
教
員
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
、
広
く
国
民
や
社
会
か
ら
尊
敬
と
信

頼
を
得
ら
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て

お
り
、
教
員
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
能

力
も
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
10
年
に
一
度
の

免
許
状
更
新
講
習
を
大
い
に
活
用
し
て
、
教
員

と
し
て
の
資
質
能
力
を
更
新
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）

し
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
教
壇
に
立
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

Ｑ
｜
ど
ん
な
講
習
を
ど
れ
く
ら
い
受
け
る

の
で
す
か
？
　
試
験
は
あ
る
の
で
す
か
？

▼
更
新
講
習
は
全
30
時
間
以
上
で
、
１
日

６
時
間
の
講
義
を
５
日
間
受
講
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。

▼
内
容
は
、
全
員
が
受
講
す
る
12
時
間
以

上
の
「
教
育
の
最
新
事
情
に
関
す
る
事
項
」

《
必
修
領
域
》
と
、
専
門
教
科
領
域
か
ら

選
択
す
る
18
時
間
以
上
の
「
教
科
指
導
、

生
徒
指
導
そ
の
他
教
育
内
容
の
充
実
に
関

す
る
事
項
」《
選
択
領
域
》
と
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

▼
修
了
認
定
の
た
め
に
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
や
実
技
考
査
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
日

の
講
義
内
容
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
れ

ば
、
大
抵
の
方
は
合
格
す
る
で
し
ょ
う
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

Ｑ
｜
ど
こ
で
、
い
つ
受
講
で
き
ま
す
か
？

▼
更
新
講
習
は
、
全
国
の
教
職
課
程
を
も

つ
大
学
や
、
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
し
た

教
育
機
関
等
が
開
設
し
ま
す
。
21
年
度
の

開
設
状
況
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
が
で
き
ま
す
。
随
時
更
新
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
に
合
っ
た
場

所
・
内
容
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
講
習
は
主
に
夏
冬
の
長
期
休
業
期
間
に

開
か
れ
ま
す
が
、
勤
務
環
境
に
合
わ
せ
て

通
信
や
サ
テ
ラ
イ
ト
型
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

Ｑ
｜
現
状
で
も
様
々
な
教
員
研
修
を
受
け

て
い
ま
す
。
更
新
講
習
は
ど
こ
が
違
う
の

で
し
ょ
う
か
？

▼
更
新
講
習
は
、
あ
く
ま
で
最
小
限
必
要

な
最
新
の
知
識
・
技
能
の
保
持
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
得
た
基
盤
的
な
資

質
能
力
を
前
提
と
し
て
（
必
要
条
件
）、

個
々
の
教
員
の
適
性
や
経
験
等
に
応
じ
た

多
彩
な
現
職
研
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
専
門
性
の
一
層
の
向
上
を
図
る
も
の

（
十
分
条
件
）
と
考
え
ま
す
。

やまぎわ・たかし／玉川大学学
術研究所教授・中央教育審議会
「教員養成部会教員免許更新制
等ワーキンググループ」主査

山極 隆 先生

こ
こ
が
知
り
た
い
！

免
許
状
更
新
講
習

先生方へ

山
極
先
生
に
聞
く

教員免許状が個人の資格である以上、講
習費も自己負担というのが国の基本的な
考え方です。それならば、民間でいうキ
ャリアアップと捉え、自己成長のため
に、そして未来を担う目の前の子どもた
ちのために、講習内容をしっかり選ん
で、実りある時間にしてほしいですね。

講習費用の自己負担や
休日返上はやっぱり疑問……

>免許更新制 どう捉える？

知
識
や
技
能
の「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」を

文
◎
山
極
隆
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□
講
習
の
難
易
度
・
理
解
度
に
つ
い
て
　

>

グ
ラ
フ
①
・
②

講
習
の
難
易
度
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
難
し
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
難
し
い
」の

ど
ち
ら
か
を
回
答
し
た
受
講
者
は
、
必
修
科
目

に
つ
い
て
は
全
体
の
56
％
、
選
択
科
目
に
つ
い

て
は
55
％
だ
っ
た
。
必
修
科
目
を「
難
し
い
」と

答
え
た
受
講
者
か
ら
は
、「
短
時
間
に
多
く
の
内

容
や
情
報
を
教
え
ら
れ
、
ま
た
多
く
の
プ
リ
ン

ト
資
料
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
時
間
内
に
す
ぐ
試

験
と
い
う
の
は
大
変
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
教
育
の
最
新
事
情
に
つ
い
て
、「
と

て
も
よ
く
理
解
で
き
た
」、「
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
理
解
で
き
た
」と
回
答
し
た
受
講
者
は
合
わ
せ

て
88
％
に
達
し
た
。

□
今
後
の
教
育
活
動
に
役
立
つ
か
ど
う
か

>

グ
ラ
フ
③

講
習
で
学
ん
だ
こ
と
が「
今
後
の
教
育
活
動
に

役
立
つ
」、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
役
立
つ
」の
ど

ち
ら
か
を
回
答
し
た
受
講
者
は
、
必
修
科
目
で

は
全
体
の
76
％
、
選
択
科
目
で
は
77
％
だ
っ
た
。

必
修
科
目
に
つ
い
て
、「
役
立
つ
」
と
回
答
し
た

受
講
者
か
ら
は
、「
新
し
い
知
識
を
得
る
だ
け
で

な
く
、
今
自
分
が
考
え
て
い
る
こ
と
、
行
っ
て
い

る
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
い
と
確
認
で
き
自
信

に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。「
役
に

立
た
な
い
」
と
回
答
し
た
受
講
者
に
は
、「
総
論

的
な
部
分
に
偏
ら
ず
に
具
体
的
、
個
別
的
な
事

例
研
究
を
学
び
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
、「
授
業
で

す
ぐ
に
役
立
つ
」
内
容
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。

□
も
う
一
度
講
習
を
受
講
し
た
い
か

>

グ
ラ
フ
④

来
年
度
以
降
講
習
を
受
講
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ら
も
う
一
度
受
講
し
た
い
か
ど
う
か
に
つ
い

て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
53
％
が「
受
講
し

た
い
」ま
た
は「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
受
講
し
た

い
」と
回
答
し
た
。
半
数
以
上
の
教
員
が
、
今
回

受
講
し
た
予
備
講
習
が
有
意
義
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
度
受
講
し
た

い
と
い
う
回
答
の
中
に
は
、「
受
け
て
み
る
と

『
な
る
ほ
ど
』の
連
続
で
、
明
日
か
ら
の
実
践
で

早
速
試
し
て
み
よ
う
と
思
う
こ
と
ば
か
り
で
、

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

一
方
、「
受
講
し
た
く
な
い
」と
回
答
し
た
受

講
者
か
ら
は
、「
何
が
で
き
て
合
格
な
の
か
、
明

確
な
基
準
が
ほ
し
い
」な
ど
、
講
義
の
進
め
方
や

試
験
の
や
り
方
に
対
す
る
不
満
が
多
か
っ
た
。

3

予備講習に関する
意識調査

予備講習受講者にアンケート調査を実施

株式会社ジアース教育新社『教職キャリアデザイン』Vol.5
（2008年10月30日発行）より転載

調査方法
平成20年８～９月に予備講習
を開設したいくつかの大学等
で本誌（『教職キャリアデザイ
ン』）が独自に策定した調査項
目を受講者に配布、約500人
の受講者から回答を得た。

>グラフ①｜講習の難易度について

>グラフ③｜今後の教育活動に役立つかどうか

>グラフ②｜教育の最新事情についてどれくらい理解できたか（数値は％）

>グラフ④｜もう一度講習を受講したいか（数値は％）

●年代
30代 ………29.5 %
40代 ………37.6 %
50代 ………31.7 %
その他 ………0.7 %
無回答 ………0.5 %

●学校種
幼稚園 ………11.5 %
小学校 ………30.1 %
中学校 ………16.7 %
高等学校 ……28.0 %
中等教育学校…0.2 %
特別支援学校…8.8 %

養護教諭………3.2 %
その他…………1.0 %
無回答…………0.5 %



学
校
に
届
い
た
大
学
か
ら
の
案
内
を
見
て
応

募
し
、「
最
新
の
教
科
教
育
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
習
を
５
日
間
受
講
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
学
習
指
導
要
領
の
新
旧
対
比
な
ど

概
論
的
な
も
の
が
多
く
、
明
日
か
ら
す
ぐ
に
活

用
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
将
来
的
に
じ
わ
じ
わ
と
効
い
て
く
る
内

容
だ
と
思
い
ま
す
。

各
講
習
の
最
後
に
試
験
が
あ
り
、
8
0
0
〜

1
0
0
0
字
程
度
の
記
述
問
題
を
１
時
間
で
書

く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
講
義
の
内
容
を
ふ
ま

え
て
自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
が
中
心
で
、
ノ

ー
ト
を
見
て
も
よ
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

私
が
受
け
た
講
習
は
５
日
と
も
講
義
が
中
心

だ
っ
た
の
で
、
正
直
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
日
に
よ
っ
て
は
導
入
の
ゲ
ー
ム
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
離
れ

た
市
か
ら
参
加
し
て
い
る
先
生

方
と
話
が
で
き
た
の
は
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
し
、
貴
重
な
機

会
で
し
た
。
ま
た
、
違
う
大
学

で
受
講
し
た
先
生
は
、
体
育
や

音
楽
・
図
工
な
ど
実
技
の
講
習

を
受
け
た
そ
う
で
す
。
自
分
に

合
っ
た
内
容
を
し
っ
か
り
選
べ

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

他
地
域
の
先
生
と
交
流
す
る

貴
重
な
機
会

（
千
葉
県
・
30
代
・
女
性
）

現
在
、
理
科
専
科
な
の
で
、
選
択
領
域
は

「
ホ
タ
ル
の
光
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
理

科
の
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
午
前
が
講
義
、

午
後
は
実
験
で
、
科
学
的
な
探
究
心
を
刺
激
さ

れ
る
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

必
修
領
域
は
別
の
と
こ
ろ
で
受
講
し
、
こ
ち

ら
は
講
義
が
中
心
で
し
た
が
、
現
場
に
い
て
は

気
づ
か
な
い
こ
と
も
多
角
的
な
視
点
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
話

の
内
容
や
話
し
方
な
ど
も
授
業
に
生
か
せ
そ
う

で
す
。

講
習
の
最
後
に
は
必
ず
修
了
試
験
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
な
試
験
や
論
述
形
式
、
ノ
ー
ト
持

ち
込
み
可
な
ど
、
講
座
に
よ
っ
て
形
式
は
異
な

り
ま
し
た
。

理
科
の
講
習
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
教

員
が
受
講
し
て
い
た
た
め
専
門
性
が
高
く
、
小

学
校
教
員
に
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。
対

象
者
が
も
う
少
し
明
確
に
絞
ら
れ
て
い
る
と
よ

か
っ
た
で
す
ね
。
講
習
を
選
ぶ
と
き
に
内
容
を

よ
く
確
認
し
た
上
で
受
講
す
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
自
宅
か
ら
通
い
や
す
い
場
所
を

探
す
な
ど
、
し
っ
か
り
情
報
収
集
を
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

情
報
収
集
を
し
て

内
容
の
吟
味
を

（
千
葉
県
・
40
代
・
女
性
）

体験者に聞きました
予備講習

平
成
21
年
に
開
設
さ
れ
る
免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い
て
、
1
月

に
第
1
回
の
認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
毎
月
順
次
認
定

さ
れ
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
平
成
23
年
3
月
31
日
が
修
了
確
認
期
限
と
な
っ
て
い
る

受
講
義
務
の
あ
る
方
が
全
国
で
約
８
万
７
千
人
い
る
の
に
対
し
、
全

国
で
開
設
が
見
込
ま
れ
る
更
新
講
習
の
受
入
予
定
人
数
は
約
10
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
（
※
）。
20
年
度
の
「
予
備
講
習
」
は
あ
く
ま
で

試
行
事
業
だ
っ
た
た
め
、
対
象
者
の
2
割
弱
程
度
の
応
募
人
数
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
実
施
と
な
る
21
年
度
か
ら
は
充

分
な
数
の
講
習
が
設
置
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
講
習
例
〉
※
第
1
回
認
定
講
習
（
選
択
領
域
）
よ
り

◎
植
物
育
成
・
栽
培
実
践
の
指
導
法

（
北
海
道
教
育
大
学
）

◎
小
学
校
図
形
教
材
を
見
直
す

（
福
島
大
学
）

◎
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
の
理
解
と
支
援

（
東
京
学
芸
大
学
）

◎
小
学
校
外
国
語
活
動
の
指
導
法
―
理
論
と
実
践
―

（
福
井
大
学
）

◎
授
業
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
パ
ソ
コ
ン
活
用
（
熊
本
県
立
大
学
）

◎
社
会
科
教
育
の
た
め
の
国
際
法

（
琉
球
大
学
）

他
多
数

※
平
成
20
年
12
月
文
部
科
学
省
調
査
に
よ
る
。
受
入
予
定
人
数
は
対
面
方
式
の
講
習
で
人

数
が
確
定
し
て
い
る
も
の
の
み
を
計
上
。

★
最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

更
新
講
習
の
開
設
状
況

指導に自信のない教科の講習を選んだり、
勤務校で課題になっていることをこの機
会に学んだりと、役立つ講習を選んで活
用していけるといいですね。
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